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に
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い
て
は
刈
取
籾

の
連
続
過
剰
荷
受
、
籾
の
事
故
米

発
生
防
止
の
観
点
よ
り
、
関
係
機

関
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
実
施
し

ま
す
。
稼
働
休
止
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は
、
カ
ン
ト

リ
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エ
レ
ベ
ー
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、
各
中
継
基

地
と
も
に
、
籾
の
荷
受
け
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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利
用
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

期
間
中
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

事
前
に
カ
ド
ミ
の
立
ち
毛
検
査
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。調
整
機
械（
乾

燥
機
等
）
の
急
な
故
障
な
ど
の
心
配

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
対
応
致
し
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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す
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、
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ン
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へ
ご
連
絡
お
願
い
し

ま
す
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○きゃべつ栽培について
　９月下旬以降から収穫が始まります。取り遅れしないよ
うに、収穫できるところから拾い取りをしましょう。７玉
１０㎏・９玉１０㎏は単価が安定せず安値で取引される場合が

ほとんどですので、高単価となる８玉１０㎏で収穫できるよ
うお願いします。
　食害があるもの、病班があるものは箱詰めしないで下さ
い。また、外葉は必ず１枚つけて下さい。さらに、量目不
足がないようにして下さい。市場よりクレームがあった場
合は、別精算となりますので選別作業には注意して下さ
い。

きゃべつ

○みょうが栽培について
　次年度に使用する稲わらを確保して下さい。
使用量はみょうがの面積が１０ａ当たり２０～３０ａ分のわらが

必要になります。
〈根茎腐敗病防除について〉
　今年定植したほ場等で、収穫していないほ場では、収穫
３日前までに使用できるランマンフロアブル５００倍又は、
オラクル顆粒水和剤２，０００倍を３㍑／㎡（３，０００㍑／１０ａ）
使用して下さい。

みょうが

○アスパラガス栽培について
　茎枯病に対しては、ロブラール水和剤を２，０００倍にして
散布してください。
　また斑点病に対しては、ラリー水和剤を４，０００倍にして

散布してください。
　両方の発生が見られる場合はアフェットフロアブルを
２，０００倍にして散布してください。合わせてネギアザミウ
マやヨトウムシが出てくるじきになりますので、アザミウ
マにはモスピランやスピノエースを散布してください。
　ヨトウムシにはフェニックスやアファームを散布してく
ださい。

アスパラガス

牡牛座（4・20〜5・20）　イベントや行楽に誘われるなど、外出の機会が増える予感。意欲的に参加すれば、何かしら得るものが多いはず9
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